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巡回視察報告     ・・・事故０を目指して・ 

 

★7 月 5 日、個人住宅の除草と草刈り作業現場

を視察しました。小雨が降ったりやんだりす

る中、３人の会員が作業を行なっていました。

草刈り機使用に伴う小石飛散防止対策の準備

が十分にしてありました。また、このところ

の雨続きで仕事が詰まっているとのことでした。委員長から、十分な安全対策をと

ることと、雨に濡れて風邪をひかないよう健康面にも注意して作業をしてもらいた

いとの話がありました。 

 

★７月１３日、吉田取方グランド、土手（河川敷）及び荒川総合グランド土手の草

刈り現場を視察しました。雨続きの後の晴れた日、日本中記録的な暑さの中、丁寧

で仕上がりのきれいな作業が行われていました。荒川現場では、小石飛散防止対策

用具について研究され具体的な提案がありました。委員長から、複数作業の場合、

隣の人との距離を十分とって行うこと、お互いの健康状態などにも注意しながら事

故のないよう作業をしてもらいたいとの話がありました。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

おしゃれなヘルメットがありますヨ・・・ 

先日行われた「自転車安全利用講習会」で、死亡交通事故

の半数が６５歳以上の高齢者で、その内の多くが歩行中や自

転車に乗っている時の事故だとの話がありました。転倒する

と頭部を負傷する可能性が多くあります。 

 

自転車に乗る時はヘルメットを着用しましょう。 

ヘルメットの資料はシルバー事務局にありますので

お問い合わせください。 
                

 

 



事故報告  

１ ６月２日（１６時３０分）、秩父市太田地区内民家の草刈り作業中、隣接する民

家の外壁とガラスなどに傷をつけた。 

※事故が起こる原因を考え、より一層の、小石飛散防止対策をお願い致します。 

２ ６月５日(１０時)、羊山公園で草刈り作業中ハチに刺された。一過性意識消失発

作で救急搬送され入院した。 

３ ６月２５日（１５時）、羊山公園で草刈り作業中ハチに刺されて病院に行った。 

※前もって自分の体質を調べて、必要な場合は緊急治療薬を準備しておくなど万一

の事故に備えましょう。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

ドライバードック（自動車安全運転講習会） が開催されました。  

・日 時  平成２７年７月１３日（月）９時～１２時 

・場 所  秩父中央自動車学校  ・参加者数４９人    

全体の交通事故が減っている中で、アクセルとブレーキ

の踏み違いによる事故、高速道路の逆走、信号未確認によ

る衝突事故など、高齢者の事故は増加の傾向にあります。加齢に伴う身体能力の低

下を認識して、安全運転を心掛けましょう。 

 

「参加者の声」                    

・教官の方に親切にご指導いただき、日頃の「自己流運転」を反省する一日となり

ました。安全運転を心掛けたいとつくづく思います。（Ｋ・Ｋ） 

・私は、７０歳を超えました。体力低下は感じませんが、運転上の注意不足、いわ

ゆるヒヤリ・ハットの回数が多くなってきていると感じます。自分自身の事故防止

は、自分で積極的に行わなければ・・と思い今回参加しました。いつも感じている

ことは、日常の運転で基本から外れたことを指摘されてハッとすることです。大い

に参考にさせていただき、安全運転に役立てたいと思います。（Ｔ・Ｏ） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

編集後記   

先日、ある班長さんが、「私たちの班は、みんな協力的で手順もよく、和気あいあ

いと楽しく仕事ができている」と言っていました。また、巡回先のある班は、木陰

に集まって流れる汗を拭きながら全員で休憩していました。双方とも、共働・共助

ができているなーと感じ、この班から事故は起きないだろうと思いました。 

 シルバー人材センターの仕事は「安全第一」です。秩父市シルバーでも事故の起

きないように「安全就業基準」や「・・・安全に関する基準」が定められていいま

す。これらを守って就業することは勿論ですが、同時に、お互いが助け合い協力し

合える仕事場づくり大切だと思います。普段からコミュニケーションをとり、気遣

いのある楽しい（精神的に負担のない）雰囲気づくりを心掛けましょう。 
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